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化は、小児科医スポック（Benjamin McLane Spock）が『スポック博士の育児書（The 
Common Sense Book of Baby and Child Care）』（1946 年）で示した親の愛情への肯定的
評価を転換点とした。1950～60 年代を中心とするこの変化の担い手は精神科医や心理学
































第 3 章「赤ん坊を世話する――たくさんの質問と幾らかの答え（Infant Care: A World of 
Questions… and Some Answers）」では、授乳と睡眠の文化的多様性が検討される。ドイ
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いうことなのか（［ ］内引用者）」（p. 104）。 
第 6 章「よちよち歩きの子どもをしつける――おしゃべり、排泄、かんしゃく、仕事






















第 7 章「児童期――学校、責任、支配（Childhood: School, Responsibility, and Control）」
では、5~10 歳頃の子どもにおける学習経験の文化的多様性が検討される。アメリカ（西
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第 8 章「早熟の子ども――親とそれ以外の人々による文化的呼び水（Precocious Children: 
Cultural Priming by Parents and Others）」と第 9 章「結論（Conclusions）」では、これ
までの議論を踏まえながら親（及び周囲の大人）の養育が子どもの発達に及ぼす効果が確














感なのではない（［ ］内引用者）」（p. 189）。 
以上、本書の要約を示した。最後に手短なコメントを述べたい。本書では、著者らの調
査経験と多様な民族誌を通して養育文化の現実が巧みに手際よく示されている。しかし、
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